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韓国の国立慶州文化財研究所の依頼を受け、慶州市で開催された国際学術大会に埋蔵文化

財センター職員を派遣し、国史跡妻木晩田遺跡と青谷上寺地遺跡における古環境研究と史跡

の整備・活用についての発表を行いました。 
 
１ 国際学術大会の概要 

主 催  国立慶州文化財研究所 
日 時  ６月２７日（水）・２８日（木） 
場 所  韓国 慶尚北道 慶州市 現代ホテル 
名 称  国際学術大会「月城古環境復原研究」 
 ＊月城は紀元１世紀頃に築城された新羅の王城。国立慶州文化財研究所が発掘調査研究を進めている。 
発表者  韓国８名、中国１名、日本３名（埋蔵文化財センター職員を含む） 
構 成  １日目   古環境研究の現状・国外の事例（韓国１名、中国１名、日本２名） 
     ２日目午前 古環境研究の現状・国内の事例（韓国４名） 

         午後 古環境研究・活用の事例（韓国４名、埋蔵文化財センター職員） 
            総合討論（韓国１３人、埋蔵文化財センター職員） 
古環境研究をテーマにした韓国で初めての国際シンポジウム。近年、韓国では、遺跡から

出土する動植物遺体等を分析する古環境研究が注目されている。 
国立慶州文化財研究所では、国史跡妻木晩田遺跡や青谷上寺地遺跡における古環境研究や、

その成果に基づく史跡の整備や活用を、日本における先進的な事例として高く評価しており、

派遣した埋蔵文化財センター職員が２日目午後の部の発表と総合討論に参加した。 
 
２ 発表の概要 

派遣職員  埋蔵文化財センター 青谷上寺地遺跡調査整備担当 係長 濵田竜彦 
発表内容  演題 「古環境研究と遺跡の整備・活用」 
国史跡妻木晩田遺跡と青谷上寺地遺跡で実践している古環境の復原に関わる調査研究及び

その成果に基づく史跡整備の事例を紹介。むきばんだ史跡公園に整備された「弥生の森」の

活用、平成２９年３月に開催した第１回とっとり弥生の王国シンポジウム「倭人の食卓」を

取り上げ、市民に遺跡を身近に感じてもらう上で古環境研究が重要であることを論じた。 
 
３ 成 果 

◯ 韓国や中国の考古学・文化財の専門家、慶州市民に鳥取県の取り組みに関心をもっても

らうことができた。 

→ 開催前に韓国の新聞にも関連記事が掲載され、妻木晩田遺跡や青谷上寺地遺跡に関す 

る発表が行われることが周知されていた。また発表後もたくさんの質問を受けた。 
◯ 国立慶州文化財研究所をはじめ、韓国内の大学や研究機関の専門家と交流を図った。 

◯ 国立慶州文化財研究所所長から、今後、鳥取県埋蔵文化財センターと人事交流や共同研

究等を行いたいとの申し入れがあった。 

→ 第３回とっとり弥生文化シンポジウムに、国立慶州文化財研究所の古環境復原を専

門とする研究員に発表を依頼する予定。 



 

 
「古環境研究と遺跡の整備と活用」発表の様子 

 
総合討論の様子 


